
 

平成 19年3月期 第3四半期財務・業績の概況（連結） 
     平成19年2月9日 

            
上場会社名 中外鉱業株式会社                    （コード番号：1491 東証・大証二部） 
（ＵＲＬ http://www.chugaikogyo.co.jp） 
問合せ先 代表者役職・氏名 代表取締役社長  安藤 道明          （ＴＥＬ：（03）3201-1541） 
     責任者役職・氏名 ＩＲセンター室長 桜庭 勲 
 
１． 四半期財務情報の作成等に係る事項 
 ①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ： 有 
  内容 法人税等の計上基準は、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。 
 ②最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
 ③連結及び持分法の適用範囲の異動の有無       ： 無 
 
２．平成19年3月期第3四半期財務・業績の概況（平成18年4月1日～平成18年12月31日） 
（1）経営成績（連結）の進捗状況                    （注）金額は百万円未満切捨て 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期（当期）純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
19年3月期第3四半期 15,096 38.0 △27 － △79 － 3 － 
18年3月期第3四半期 10,938 9.3 △384 － △521 － △200 － 
（参考）18年3月期 16,028 23.7 △389 － △572 － △166 － 

 
 １株当たり四半期 

（当期）純利益 
潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益 
 円 銭  円 銭  
19年3月期第3四半期 0．01  －  
18年3月期第3四半期 △1．04  －  
（参考）18年3月期 △0．83  －  
（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しております。 
    
｢経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等｣ 
 当第3四半期におけるわが国経済は、原料価格の高騰や、金利の上昇懸念等、先行きに対する不安要素はなお払
拭しきれない状況にあるものの、好調な企業収益や設備投資の拡大等により、景気は概ね順調に推移いたしました。 
 このような状況のもと、当四半期の売上高は 15,096百万円、経常利益は 79百万円の損失、当期純利益は 3百
万円の利益となりました。 
セグメント別の概況は以下のとおりであります。 
 精金事業は、金精錬能力を大幅に向上させるため、最新の生産技術である溶媒抽出設備を東京工場に増設いたし

ました。適正な在庫の維持、安定操業を実現したことにより、金生産量は大幅に増加いたしました。また、新たな

販売拠点の開設等により、金地金の販売も好調に推移したことから、売上高は前年同期実績を大きく上回りました。 
 他方、営業強化に伴い販売管理費等のコストの増加により、売上高は12,311百万円、営業利益は28百万円の利
益となりました。 
 不動産事業は、物件の売却が前年同期に比べ減少したことから、売上高は179百万円、営業利益は77百万円の
損失となりました。 
機械事業は、売上高は1,745百万円、営業利益は72百万円の利益となりました。 
投資事業は、有利で安定した利回りを基本とし、投資事業組合等に投資した結果、売上高は 859 百万円、営業
利益は455百万円の利益となりました。 
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（2）財政状態（連結）の変動状況                                       （注）金額は百万円未満切捨て 
 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円    ％ 円 銭 
19年3月期第3四半期 45,141  43,693  96．7  188．43  
18年3月期第3四半期 39,305  38,463  97．8  200．45  
（参考）18年3月期 44,468  43,657  98．1  188．27  

 
連結キャッシュ・フローの状況                                     （注）金額は百万円未満切捨て 

 営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円      百万円 
19年3月期第3四半期 △ 975  △  210  △ 65  1,589  
18年3月期第3四半期 △ 811  △ 1,878  △ 69  824  
（参考）18年3月期 △  78  △ 5,656  4,990  2,839  

 
｢財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等｣ 
 当第3四半期末の総資産の残高は、主として、土地が4,898百万円、現金及び預金が1,250百万円減少いたしま
したが、たな卸資産が 7,116百万円増加したことにより、前連結会計年度末に比べ 673百万円増加し、45,141百
万円となりました。 
｢連結キャッシュ・フローの状況｣ 
 当四半期連結会計期間における現金及び現金同等物の残高は 1,589 百万円となり、前連結会計年度末と比べ
1,250百万円の減少となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果使用した資金は975百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が20百万円
の利益、前受金の増加750百万円に対し、たな卸資産の増加1,459百万円等の資金の減少によるものです。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果使用した資金は 210百万円となりました。これは主に、短期貸付金の回収による収入 3,456百
万円、長期貸付金の回収による収入2,728百万円の資金の増加に対し、短期貸付けによる支出5,902百万円、長期
貸付けによる支出1,100百万円等の資金の減少によるものです。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果使用した資金は 65百万円となりました。これは主に、長期借入金の返済による支出 64百万円
等によるものです。 
 
３．平成19年3月期連結業績予想（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
通       期 20,300  840  960  4．03  

 
（参考）平成19年3月期個別業績予想（平成18年4月1日～平成19年3月31日） 
 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 １株当たり予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円 銭 
通       期 17,300  650  960  4．03  

 
｢業績予想の修正（連結）に関する定性的情報等｣ 
 通期の連結・個別の業績予想につきましては、平成18年11月10日に発表いたしました業績予想を修正してお
りません。なお、1株当たり予想当期純利益（通期）は、平成19年2月7日開示の第三者割当増資後の平均発行
済株式総数に基づき算出しております。 
  
※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって 
 予想数値が異なる場合があります。 
  

以 上 



１．四半期連結貸借対照表
（単位：百万円、％）

期　　別 当第３四半期 前第３四半期 （参考）

（平成18年12月31日） （平成17年12月31日） 増    減 平成18年3月期

科　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

（ 資 産 の 部 ） ％

Ⅰ 　流動資産

1. 現金及び預金 1,589 824 765 92.8 2,839

2. 受取手形及び売掛金 88 12 76 633.3 66

3. たな卸資産 8,282 3,285 4,997 152.1 1,166

4. 短期貸付金 4,935 1,524 3,411 223.8 3,282

5. その他 883 1,462 △ 579 △ 39.6 621

6. 貸倒引当金 △ 324 △ 278 △ 46 16.5 △ 305

　流動資産合計 15,454 6,830 8,624 126.3 7,672

Ⅱ 　固定資産

1. 有形固定資産

(1) 建物及び構築物 420 535 △ 115 △ 21.5 755

(2) 機械装置及び運搬具 295 236 59 25.0 224

(3) 土地 696 941 △ 245 △ 26.0 5,594

(4) その他 26 26 0 0.0 268

　有形固定資産合計 1,439 1,740 △ 301 △ 17.3 6,842

2. 無形固定資産 10 8 2 25.0 351

3. 投資その他の資産 

(1) 投資有価証券 5,860 6,978 △ 1,118 △ 16.0 6,371

(2) 長期貸付金 19,269 19,404 △ 135 △ 0.7 20,231

(3) 長期未収入金 2,926 9,655 △ 6,729 △ 69.7 2,943

(4) その他 465 464 1 0.2 469

(5) 貸倒引当金 △ 307 △ 5,818 5,511 △ 94.7 △ 453

　投資その他の資産合計 28,215 30,684 △ 2,469 △ 8.0 29,563

　固定資産合計 29,665 32,433 △ 2,768 △ 8.5 36,757

Ⅲ 繰延資産 21 40 △ 19 △ 47.5 38

資 　　産 　　合 　　計 45,141 39,305 5,836 14.8 44,468
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（単位：百万円、％）

期　　別 当第３四半期 前第３四半期 （参考）

（平成18年12月31日） （平成17年12月31日） 増    減 平成18年3月期

科　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

（ 負　債　の　部 ） ％

Ⅰ 　流動負債

1. 支払手形及び買掛金 57 33 24 72.7 33

2. 短期借入金 137 131 6 4.6 139

3. 未払金 183 187 △ 4 △ 2.1 164

4. 未払法人税等 45 43 2 4.7 90

5. その他 773 40 733 1,832.5 48

　流動負債合計 1,197 437 760 173.9 477

Ⅱ 　固定負債 

1. 長期借入金 226 363 △ 137 △ 37.7 288

2.
金属鉱業等鉱害防止
引当金

7 7 0 0.0 7

3. その他 17 1 16 1,600.0 4

　固定負債合計 250 372 △ 122 △ 32.8 300

負　　債　　合　　計 1,447 809 638 78.9 778

 （ 少数株主持分 ）

　少数株主持分 － 32 － － 32

（ 資　本　の　部 ）

Ⅰ 　資本金 － 36,189 － － 38,789

Ⅱ 　資本剰余金 － 4,534 － － 7,094

Ⅲ 　利益剰余金 － △ 2,230 － － △ 2,196

Ⅳ 　自己株式 － △ 29 － － △ 29

　資本合計 － 38,463 － － 43,657

負債、少数株主持分及
び資本合計

－ 39,305 － － 44,468

 （ 純 資 産 の 部 ）

Ⅰ 株主資本

1. 資本金 38,789 － － － －

2. 資本剰余金 4,456 － － － －

3. 利益剰余金 444 － － － －

4. 自己株式 △ 30 － － － －

　株主資本合計 43,660 － － － －

Ⅱ 少数株主持分 33 － － － －

純    資    産    合    計 43,693 － － － －

負　債　純　資　産　合　計 45,141 － － － －
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２．四半期連結損益計算書

（単位：百万円、％）

期　　　　別　　 当第３四半期 前第３四半期

（自平成18年４月１日 （自平成17年４月１日 増    減 参考

至平成18年12月31日） 至平成17年12月31日） 平成18年3月期

　　科　　　　目 金額 金額 金額 増減率 金額

％

Ⅰ 売上高 15,096 10,938 4,158 38.0 16,028

Ⅱ 売上原価 13,802 9,838 3,964 40.3 14,457

売上総利益 1,294 1,100 194 17.6 1,570

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,321 1,484 △ 163 △ 11.0 1,960

営業利益 △ 27 △ 384 357 △ 93.0 △ 389

Ⅳ 営業外収益 76 32 44 137.5 48

1. 受取利息 16 12 4 33.3 17

2. 国庫補助金収入 9 9 0 0.0 9

3. その他 51 10 41 410.0 20

Ⅴ　営業外費用 128 169 △ 41 △ 24.3 231

1. 支払利息 4 5 △ 1 △ 20.0 7

2. 新株発行費償却 19 70 △ 51 △ 72.9 105

3. 休山管理費 96 81 15 18.5 106

4. その他 7 11 △ 4 △ 36.4 12

　　　経常利益 △ 79 △ 521 442 △ 84.8 △ 572

Ⅵ　特別利益 414 637 △ 223 △ 35.0 781

1. 貸倒引当金戻入額 375 635 △ 260 △ 40.9 769

2. その他 39 2 37 1,850.0 12

Ⅶ　特別損失 314 300 14 4.7 353

1. 固定資産除却損 5 48 △ 43 △ 89.6 49

2. 貸倒引当金繰入額 249 229 20 8.7 271

3. その他 59 23 36 156.5 32

　 税金等調整前四半期（当期）純利益 20 △ 184 204 △ 110.9 △ 143

　 法人税、住民税及び事業税 15 15 0 0.0 20

    少数株主損益 0 0 0 0.0 0

    四半期（当期）純利益 3 △ 200 203 △ 101.5 △ 166
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３．四半期連結株主資本等変動計算書

四半期連結会計期間（自　平成18年４月１日　至　平成18年12月31日） （単位：百万円）

株主資本

少数株主持分 純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年３月31日残高 38,789 7,094 △ 2,196 △ 29 43,657 32 43,689

四半期連結会計期間中の変動
額

資本準備金取崩額 △ 2,637 2,637

四半期（当期）純利益 3 3 3

自己株式の取得 0 0 0

株主資本以外の項目の当
四半期中の変動額（純額）

0 0

四半期中の変動額合計 △ 2,637 2,641 0 3 0 4

平成18年12月31日残高 38,789 4,456 444 △ 30 43,660 33 43,693
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４．四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

期　　　別　　　　 　当四半期 前年同四半期
（参考）

平成18年3月期自平成18年4月　１日 自平成17年4月　１日

至平成18年12月３1日 至平成17年12月３1日

科　　　　　目 金　　　　　　額 金　　　　　　額 金　　　　　　額

 Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益　（△純損失） 20 △ 184 △ 144

減価償却費 76 68 94

貸倒引当金の増加額　（△減少額） △ 125 △ 405 △ 497

受取利息及び受取配当金 △ 16 △ 12 △ 17

支払利息 4 5 7

有形固定資産除却損 5 48 49

新株発行費償却 19 70 105

損害賠償金収入 △ 39 － －

債務保証履行損失 39 － －

売上債権の減少額　(△増加額） △ 21 41 △ 12

たな卸資産の減少額　(△増加額) △ 1,459 △ 154 △ 75

仕入債務の増加額　(△減少額) 23 △ 24 △ 24

未払金の増加額　(△減少額) △ 5 △ 131 △ 131

前受金の増加額（△減少額） 750 － －

未収入金の減少額　(△増加額) △ 56 149 751

未払法人税等の増加額　(△減少額) △ 40 △ 85 △ 44

未収消費税等の減少額　（△増加額） 2 △ 28 △ 20

未払消費税等の増加額　（△減少額） △ 4 11 4

その他 △ 138 △ 168 △ 112

小計 △ 965 △ 798 △ 68

利息及び配当金の受取額 16 12 17

利息の支払額 △ 4 △ 5 △ 7

保証債務の履行支出 △ 339 － －

求償債権等の受取額 339 － －

法人税等の支払額 △ 20 △ 20 △ 20

　　　営業活動によるキャッシュ・フロー △ 975 △ 811 △ 78

 Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △ 349 △ 100 △ 100

有価証券の売却による収入 273 30 136

有形固定資産の取得による支出 △ 168 △ 132 △ 3,354

有形固定資産の売却による収入 341 3 3

投資有価証券の売却による収入 －

投資有価証券の償還による収入 500 － 600

無形固定資産の売却による収入 －

短期貸付けによる支出 △ 5,902 △ 1,010 △ 3,491

短期貸付金の回収による収入 3,456 6 205

長期貸付けによる支出 △ 1,100 △ 2,680 △ 6,210

長期貸付金の回収による収入 2,728 1,178 4,304

長期未収入金の回収による収入 17 830 2,260

その他 △ 8 △ 4 △ 11

その他 － 0 －

　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 210 △ 1,878 △ 5,656

 Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 －

長期借入金の返済による支出 △ 64 △ 65 △ 132

株式の発行による収入 － － 5,123

自己株式の取得による支出 0 0 0

その他 － △ 3 －

　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 65 △ 69 4,990

 Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △ 1,250 △ 2,760 △ 745

 Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,839 3,585 3,585
 Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 1,589 824 2,839
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５．四半期連結セグメント情報

１．事業の種類別セグメント情報

　　当第3四半期　（自　平成18年4月1日 8年12月31日） （　至　平成1 単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 12,311 179 1,745 859 15,096 － 15,096

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 － 4 － － 4 (4) －

　　　　　　　計 12,311 184 1,745 859 15,101 (4) 15,096

　　営業費用 12,283 261 1,673 404 14,621 502 15,124

　　営業利益（又は損失） 28 △ 77 72 455 479 (507) △ 27

健康事業は、平成18年3月31日をもって廃止いたしました。

　　前年同四半期　（自　平成17年4月1日 7年12月31日） （　至　平成1 単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

健康
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 8,146 695 9 1,655 432 10,938 － 10,938

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 1 4 0 － － 5 (5) －

　　　　　　　計 8,148 699 9 1,655 432 10,944 (5) 10,938

　　営業費用 8,119 721 123 1,638 131 10,734 588 11,323

　　営業利益（又は損失） 28 △ 21 △ 114 16 301 210 (594) △ 384

　　前連結会計年度　（自　平成17年4月1日 8年3月31日） （　至　平成1 単位：百万円）

精金
事業

不動産
事業

健康
事業

機械
事業

投資
事業 計

消去又は
全社 連結

Ⅰ．売上高及び営業利益

　　売上高

　（1）外部顧客に対する売上高 12,424 716 15 2,179 692 16,028 － 16,028

　（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 1 4 0 － － 6 (6) －

　　　　　　　計 12,426 721 15 2,179 692 16,034 (6) 16,028

　　営業費用 12,351 792 167 2,166 171 15,649 768 16,417

　　営業利益（又は損失） 74 △ 70 △ 151 12 520 385 (775) △ 389

２．所在地別セグメント

　　本邦以外の国又は地域に所在する子会社及び在外支店がないため該当事項はありません。

３．海外売上高

　　海外売上高がないため該当事項はありません。
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